


























金光 義彦 教授 上杉 志成 教授
 ●創立80周年記念講演会  プログラム
挨 拶　                                 　　　　　福田　猛 教授　
「化学研究所－過去・現在・未来」  　　　  江﨑 信芳 所長　
「元素化学的視点に基づく新物質創製」   時任 宣博 教授　 
「スピントロニクスの現状と展望」       　　　 小野 輝男 教授　 
「ナノ物質と光 －新しい展開と可能性－」  金光 義彦 教授　 
「ケミカルバイオロジーの潮流」          　 上杉 志成 教授　   













同 　　　　　長澤 紘一 ルネサス テクノロジ相談役












同　　　　　 村井 眞二 科学技術振興機構 
　　　　　　　　　　　　　　研究開発戦略センター 特任フェロ
閉会の辞　横尾 俊信 教授　　　　　 　
尾池 和夫 京都大学総長 記念写真撮影
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ムデータを用いた解析から、Geobacter sulfurreducens のG S U 2937-
G S U 2936のU G Aに何らかのアミノ酸が導入される可能性が示唆され
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（物質創製化学研究系 精密有機合成化学 教授）　川端 猛夫
京都大学化学物質管理システム運営委員会副委員長


















































































































































































































（物質創製化学研究系 精密有機合成化学 教授）　川端 猛夫
京都大学化学物質管理システム運営委員会副委員長



































































































































































































































































京都大学 化学研究所 助手 1999年～2006年
平成18年11月１日採用
京都大学 大学院理学研究科 博士後期課程 2006年修了















筑波大学大学院 数理物質科学研究科 博士課程 2006年修了
米国 ベイラー医科大学 生化学・分子生物学科 博士研究員 2006年4月～10月















京都大学 大学院工学研究科 物質エネルギー化学専攻 博士後期課程 2006年修了













教務職員   MURDEY, Richard
平成18年10月１日採用
カナダ ブリティッシュコロンビア大学 化学学部 物理化学科 博士課程 2002年修了
スウェーデン リンシェーピン大学 応用物理研究所 研究員 2002年～2004年






  M y research focus is primarily in the chemistry of 
organometallic clusters. During mythree month visit I have 
had the chance to not only interact with e research g oup 
of Professors Ozawand Okazaki, but also tvisit a number 
of other research g oups throughout Japan. The staff and 
students havebeen welcoming, and theinteractions fruitful. I 
am very thankful for this invitation.
  I am currently working o  the research of metal oxide 
nanostructures and ra  earth nanomaterials. The ultimate 
goal isto design andfabricate nanomaterials, to deepenthe 
understanding of theirstructure and physical relations, and 
to demonstrate heirapplications. ICR, with creative ideas, 
advanced facilities, and amultidisciplinary research field, is 
tractive to me to work here and I am enjoy the collaborations. 
平成18年10月１日～12月31日
Associate Professor,
Department of Chemistry, National University of Singapore
Associate Professor,

















31日　THE TELEG RAPH G U WAHATI 　J apanese team in tea recce 
11日　京都新聞　朝刊・27面?　　　　  京都大 最先端の研究触れて 高校生向け化学・科学体験企画（高校生のための化学）?
 3日　京都新聞　夕刊　　　　　 　　   京大科学者「原爆」直筆メモ　戦中に核分裂研究　米議会図書館で発見?
 8日　京都新聞　朝刊・28面?　　　　　 京大次世代開拓研究　初代ユニット長に時任・化学研教授?
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Asian Core Program Lectureship Award





Banyu Young Chemist Award 2006
「Development of Some New Organic Reactions toward 













「Selective Modification of N-Glycosides of Transferrin with 
   Therapeutic Drugs for the Receptor Targeting」






化研奨励賞」(英文名「ICR Award for Young Scientists」)および「京大化研学生研究賞」(英


























































Nakamura K, Ymanaka R, Matsuda T, Harada T
Tetrahedron : Asymmetry誌
2003-2006年最多被引用論文賞
「Recent Developments in Asymmetric Reduction of 




する生命工学の先端分野で活躍する優秀な研究者に、東亞大学校Guest Professor of Brain 
Korea 21 Silver-Bio Research Centerの名誉を贈る賞。
韓国 東亞大学創立60周年記念
国際シンポジウム Brain Korea 21 Guest Professor賞
「COP9 Signalosome: The Key Modulator of Signal


























































Asian Core Program Lectureship Award





Banyu Young Chemist Award 2006
「Development of Some New Organic Reactions toward 













「Selective Modification of N-Glycosides of Transferrin with 
   Therapeutic Drugs for the Receptor Targeting」






化研奨励賞」(英文名「ICR Award for Young Scientists」)および「京大化研学生研究賞」(英


























































Nakamura K, Ymanaka R, Matsuda T, Harada T
Tetrahedron : Asymmetry誌
2003-2006年最多被引用論文賞
「Recent Developments in Asymmetric Reduction of 




する生命工学の先端分野で活躍する優秀な研究者に、東亞大学校Guest Professor of Brain 
Korea 21 Silver-Bio Research Centerの名誉を贈る賞。
韓国 東亞大学創立60周年記念
国際シンポジウム Brain Korea 21 Guest Professor賞
「COP9 Signalosome: The Key Modulator of Signal


















































































































































































中瀬 生彦 助手 「細胞膜透過性アルギニンペプチドを
                          用いた細胞内薬物導入への応用」
松宮 由実 助手 「レオロジーって何？」
第8回　2007年1月20日（土）　（本館4階セミナー室）　   
則末 和宏 助手 「水圏微量元素分析法の開発と海の話」



















             高大連携特別授業
            「きて、みて、さわって、身近なものから化学の発想」
　           講師：平竹 潤 助教授
 6月 7日　追手門学院高等学校
             55期3年理数コース校外学習
　　　　　　 レーザー科学棟を見学・実習　
　　　　　   講師：阪部 周二 教授
 6月28日 京都府立洛北高等学校附属中学校
             洛北サイエンス校外学習（前期）
            「Atom（原子）へのアプローチ」
             超高分解能分光型電子顕微鏡棟見学・体験学習
             講師：磯田 正二 教授
 7月29日 第9回 高校生のための化学
            　　　～化学の最前線を聞く・見る・楽しむ会～ 
 
 8月 3日 福岡県立明善高等学校
             福岡県スーパーハイスクール支援事業
　　　　　　 バイオインフォマティクスセンター見学　
             講師：五斗 進 助教授
 8月 9日 奈良女子大学附属中等教育学校
             研究所訪問「化学系分野の研究について」
             講師：坂田 完三 教授・平竹 潤 助教授
 8月22日 滋賀県立彦根東高等学校
             研究施設研修
　　　　　　 超高分解能分光型電子顕微鏡棟見学・体験学習





             宇治地区研究所施設見学
　　　　　　 極低温物性化学実験室・生物工学ラボラトリー・
             イオン線形加速器棟・バイオインフォマティクス
                                             センター見学
             講師：楠田 敏之 技術専門員・栗原 達夫 助教授
　　　            野田 章 教授・五斗 進 助教授
11月14日 京都府立洛北高等学校附属中学校
             洛北サイエンス校外学習（後期）
            「Atom（原子）へのアプローチ」
            レーザー科学棟・超高分解能分光型電子顕微鏡棟
             見学・体験学習
             講師：阪部 周二 教授・磯田 正二 教授
2006年
 6月 3日 京都府立桃山高校
     10日 サイエンス・パートナーシップ・プログラム（SPP）
             研究者招へい講座
            「水を探る　ー水、この不思議な物質ー」
             講師：平竹 潤 助教授
 6月27日 京都府立洛北高等学校附属中学校
             洛北サイエンス校外学習（前期）
            「Atom（原子）へのアプローチ」
             講師：磯田 正二 教授
 7月14日 兵庫県立小野高等学校・科学総合コース
            「植物の生きるための戦略をひも解く」
        　  （第１回）植物を研究するということ
            「多様なかたちの謎に迫る」
             講師：柘植 知彦 助手
 7月31日  私立鳥取敬愛高等学校
　　　　　 　科学セミナー「ミクロの世界を知ろう」
　　　　　　 講師：磯田 正二 教授
11月13日  京都府立洛北高等学校附属中学校
　　　　　   洛北サイエンス校外学習（後期）
　　　　　  「Atom（原子）へのアプローチ」
　　　　　　 講師：磯田 正二 教授
2007年
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化学研究所 所内見学カレンダー
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「Magnetic Ratchet Effect in Submicron 




















(8th International Symposium on Cytochrome 
P450 Biodiversity and Biotechnology) 
平成18年7月27日
「Functional Characterization of Arabidopsis CYP90C1 and 








(IUPAC Sponsored International Symposium on 
Radical Polymerization: Kinetics and Mechanism)
平成18年9月9日
「Protein Repellency of Concentrated Polymer Brushes 
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(IUPAC Sponsored International Symposium on 
Radical Polymerization: Kinetics and Mechanism)
平成18年9月9日
「Protein Repellency of Concentrated Polymer Brushes 
　Prepared by Surface-Initiated Living Radical Polymerization」
森山 克彦
物質創製化学研究系
精密有機合成化学 博士後期課程3年
第23回有機合成化学セミナー
ポスター賞
平成18年9月14日
「金属ヒドロキシドを室温で用いるアミノ酸誘導体の不斉環化」
門口 大輝 
物質創製化学研究系 精密有機合成化学 博士後期課程3年
　平成18年10月1日付けで宇治地区事務部に3名の新採用事務職員が配
属されました。通常、新採用事務職員は、広い視野を持った人材を育
成する目的で、京都大学全体を見渡せる事務本部を一定期間経験させ
てから適材適所に配属されます。
　しかし、毎年新採用職員が事務本部に配属され続ける結果、事務本
部の年齢構成にひずみを生じ、知識やスキルの継承が困難になって、
ついには、オーバーフローとなったということです。その受け皿が事
務本部に準じた事務組織、つまり4研究所の統合事務をしている宇治地
区事務部であったということです。
　即戦力として日常業務をこなしてくれる主任クラスの事務職員の配
属を希望していた総務課では逆に新人教育という新たな負担を強いら
れることになりました。当初は戸惑い気味でありましたが、慣れるに
つけ、忘れかけていた事務処理の基礎を改めて認識させられることに
なり、新鮮な感覚で現状の仕事を見直せるようになりました。
　実務を通じて行う教育訓練の大切さを知っているからこそ、宇治地
区事務部に新人教育を託したということを真摯に受け止め、将来の京
都大学を取り巻く変化にも迅速に対応できる質の高い職員を今から我
々が育て上げるのだという強い使命と責任を痛感しているところです。
（総務課長：柏原　明）
種　目 研　究　課　題
新採用事務職員の配属
事務部だより
　今号では創立80周年特集として、11月に行われた記念
行事の模様と、御出席頂いた名誉教授の先生方からの叱
咤激励のお言葉を掲載しました。会の盛況ぶりや記念展
示、各先生方のお話からも、80年という歴史の重みと化
研の存在感を感じて頂けたかと思います。一方で、今年3年目となる若手研
究者による融合研究の発展や大学院生･研究員の活躍もめざましく、現状に
留まることなく進歩を続ける化研の姿勢が伺えます。若輩ながら、私もいつ
か化研の歴史の一項に加わることがあるだろうかと夢見つつ、日々研究を楽
しみ努力していきたいと思います。　　　　　　　　（文責：加藤 詩子）
国立台湾大学Ken-Tsung Wong教授と筆者
海外学生研究体験談
編集委員
広報委員会黄檗担当編集委員／
金谷 利治、金光 義彦、
栗原 達夫、加藤 詩子
化学研究所担当事務室／
谷川 爲和、宮本 真理子
化学研究所広報室／
柘植　彩、小谷 昌代
谷村 道子
国名：台湾 　期間：2006年6月29日から7月20日?
目的：機能性分子研究における最先端の技術を習得すること
Report
研 究 費(追加分)
代謝情報で連結した
遺伝子ネットワーク
上のクラスタリング
（グループ分け）
（→P9参照）
X線回析による有
機薄膜相の構造決
定（→P6参照）
室温における単層カーボ
ンナノチューブの発光イ
メージ（→P6参照）
大学院生＆研究員
受賞後懇親会にて
謹んで哀悼の意を表します。
